
日 曜 行事及び締切など

1 土 土曜預かり保育

2 日

3 月

4 火

5 水 避難訓練（防犯）

6 木

7 金 運動会準備　お弁当デー

8 土 運動会

9 日

10 月 〈祝〉体育の日

11 火 リズム

12 水 保育参観（うめ）　クラス懇談会

13 木 保育参観（ゆり）　クラス懇談会

14 金 入園前説明会　預かり保育等封筒配布

15 土 土曜預かり保育

16 日

17 月 預かり保育等納入期間

18 火 内科検診

19 水 保育参観（にこ・ちっち）　クラス懇談会

20 木 保育参観（もも・ぐんぐん）クラス懇談会

21 金

22 土 土曜預かり保育

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木 体験保育

28 金 ハロウィン会

29 土 土曜預かり保育

30 日

31 月

※平日の預かり保育は、利用週の前週の金曜日が提出期限です。

※土曜日の預かり保育は、利用週の木曜日が提出期限です。

◆10月の予定◆

１０月の園だより

　
　秋分の日が過ぎ朝夕は随分と涼しくなりました。運動会が近づき、子どもたちの運動遊びも盛り上がっているようです。０歳児
から、個々の発達を見ながら、子どもたちが楽しんで運動あそびに取り組めるよう工夫しながら進めています。面白いもので、発
達に応じて、子どもたちの運動遊びへの取り組み方が変化します。４,５歳児になってくると、跳び箱や運動棒、鉄棒においてでき
るようになりたいと個々の目標のようなものができ、かけっこにおいても競争心が芽生えてきます。今後もこの過程を大事に子ど
もたちの力を引き出していきたいものです。
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お知らせとお願い
〇10月17日の保育について

年間予定では、１号認定休みとなっておりましたが、職員研修が中止となりまし

たので、通常保育となります。

〇保育参観について

今回久しぶりに、オフラインでの保育参観を再開したいと思います。詳細につきまし

ては、別紙プリントをご参照ください。新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から、

来園の際は下記の点、ご協力お願いします。

※来園前の検温 ※マスク着用 ※靴袋持参

〇来年度入園、優先受付（１号認定）始まってます！

９月の園だよりでもお知らせしました通り、来年度入園に向け、

優先受付（10/20〆切）が始まっています。該当の方、お知り

合いに希望の方いらっしゃいましたらお声かけください。

また月１回体験保育の日を設けています。予約なしでどなたでも

利用できます。子育て支援の一環で、当日は園庭開放も行ってい

ますので、是非ご紹介ください。

詳しくは右のQRコードから園のホームページをご覧ください。

保育教諭 深見千晶 が入籍し、田尻千晶になりました。どうぞよろしくお願いします。

眠育講座☆☆☆
運動遊び等で、いつも以上に体力を使っている子ど

もたち、子どもたちの昼間の脳はしっかり活性して

いるでしょうか？ということで、久しぶりの眠育講

座です♪

「夜更かしは、子どもの発達には百害！夜１０時以

降の就寝は諸悪根源！」乳幼児の睡眠について専門

家から学ぶ眠育アドバイザー養成講座（日本眠育推

進協議会主催）で、講師の先生がおっしゃいました。

こうはっきり断言される裏には、きちんとした科学

的根拠がありました。卒園すれば皆自動的に学校生

活がスタートします。私たち大人、親には、子ども

たちにその社会生活に適応するための体内時計（2

歳までにほぼ完成。せめて就学前までに！）を身に

付けさせる責任があります。そのために必要なのが

良質な眠り（夜７時～朝７時までの間１０時間程度

の連続睡眠）。

一緒に取り組んでいきましょう♪

ハロウィ～ン！！

１０月３１日はハロウィンですね。

城山幼稚園では２８日（金）に「ハロウィン会」

をおこないます。

当日は変装して登園しませんか？

みんなで、秋の行事を楽しみましょう。

※注意：衣装や小物は、紛失及び破損する

おそれがありますが、園では責任を

もてませんのでご了承下さい。

尚、紛失を少なくする為、記名を

お願いします。

MIMAMORU-「子ども集団」で過ごす意味☆☆☆
一軒の家の中に赤ちゃんからお年寄りまで、さまざまな年齢層の人間が交じり

合った大家族が普通だった時代、町の中にも子どもがあふれ、子どもは兄弟姉妹や

周囲にいるさまざまな年齢の子どもたち、大人たちと自然に関わりながら育ってい

きました。しかし今や紛れもない少子社会。きょうだいはいない、あるいはいても

数が少なく、核家族。保育施設に入園するまで、お母さんと子どもだけで長時間過

ごすことは、親子を社会から隔離する結果につながってしまう場合もあります。だ

からこそ今、園は子どもたちが集団で過ごし、集団から学び、育っていくことので

きる重要な場所であるという大きな意味を認識しています。

人は社会の中で生きています。人は生まれながらに持っている能力で、「生きる

力」を育んでいきます。それを「引き出すこと」（教育を意味するeducation の語

源）が私たち保育者の役目と捉えています。

そして子ども集団にはトラブルはつきもの。負の経験も子どもたちにとっては必要

な学び。とは言え、保護者のみなさまにとっては時に心配の種になるかもしれませ

ん。子どもたち同士で解決できそうなときは任せます。そうでないときは介入しま

す。

345stageにはこんな環境を用意しています。

「ハッピーテーブル」お友だち同士トラブルになった

とき、話し合いをする場。解決の形は様々。大事なの

は、相手の気持ちを聞いたり自分の気持ちを伝えるこ

とで折り合いをつけること。

子ども集団でしか得られない経験ですね。


